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日本語における文末形式「のではないか」の機能 
On the function of sentence final form in Japanese: "NODEWANAIKA" 
 
佐藤雄亮 
 
修士論文では、日本語における文末形式〈のではないか〉の機能について共時論的、通
時論的、双方の観点から分析した。考察においては、電子資料から収集した時代別の用例、
活字資料から収集した現代話し言葉の用例、および筆者が行なった世代別アンケート結果
などを総合して用いた。 
 
〈のではないか〉は「（空模様を見て）明日は晴れるんじゃないか」などのように、推
測を表す文末形式として用いられる。〈のではないか〉がこのように推測の機能を果たすの
は、〈のではないか〉を構成する要素、すなわち〈のだ〉および否定疑問形式の働きが関係
していると考えることができる。 
これまでにも、〈のではないか〉、〈のだ〉および否定疑問形式の機能の関係に注目して
なされた研究が存在し、各論者によって重要な指摘がなされてきた。しかし、それらの研
究は、〈のだ〉もしくは否定疑問形式どちらか一方と〈のではないか〉の関係を考察するに
とどまるものであったり、〈のだ〉や否定疑問形式の機能に関する考察が十分でないもので
あったりしたため、〈のではないか〉と〈のだ〉および否定疑問形式の関連性全体を描きえ
たものとはなっていなかった。 
 
修士論文の第 2 章は、筆者が、先行研究によっては示されてこなかった「〈のだ〉およ
び否定疑問形式と〈のではないか〉間の関係の全体像」を把握することを目的に、現代語
資料を用いて行なった共時論的考察である。この章では、〈のではないか〉の機能を共時論
的観点から分析すると同時に、〈のだ〉ならびに否定疑問形式それぞれの機能にも十分注意
を払った上で、〈のではないか〉、〈のだ〉、および否定疑問形式の各機能の関係を論じた。
考察に当たっては、現代語の電子資料から収集した用例を用いた。 
考察の結果、〈のではないか〉の機能の内、「事情推測」機能は、〈のだ〉の機能が保た
れていると考えられる一方、「帰結推測」機能に該当する用例の中には、そこで用いられて
いる〈のではないか〉が〈のだ〉と直接の関連性を持たないと考えられるものもあること
が確認できた。さらに、どのような場合〈のではないか〉と否定疑問形式の機能が対立し、
どのような場合に両形式の機能が接近するかも指摘した。 
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さらに筆者は、共時論的観点からの分析結果をふまえた上で、〈のではないか〉の機能
に関する通時論的考察も行なった。この通時論的観点からの考察が、第 3 章の内容である。 
〈のではないか〉と関係が深いと考えられる〈のだ〉は、近世以降用いられるようにな
ったとの指摘があることから、近世資料、さらにそれに続く明治期資料から得られる〈の
ではないか〉の用例を電子資料を用いて収集し、それぞれにおいて〈のではないか〉がど
のような機能を持って用いられているか、および各用例にどのような特徴があるかを確認
した。結果、〈のだ〉との関連性を保つ「事情推測」機能が先に定着し、続いて〈のだ〉と
の関連性を保たない用例も見られる「帰結推測」機能が用いられるようになったとの仮説
を設定できた。 
第 4 章で考察したのは〈のではないか〉に相当する「んじゃん」という形式である。 
現代日本語において、〈のではないか〉と形式の面で類似性の認められる文末形式とし
て「おい、気をつけろ、危ないじゃないか。」などのように用いられる〈ではないか〉があ
る。この〈ではないか〉は、現代の話し言葉において、若年層を中心に「じゃん」という
形で多く用いられている。一方で〈のではないか〉も、「誰かが掃除してくれたんじゃん?」
などのように用いられることがある。本稿では〈のではないか〉のこの形での使用例が、
〈ではないか〉に対応する「じゃん」に比べれば少ないものの、増加しつつあることを示
した。考察に当たっては、話し言葉が用いられているシナリオ･漫画の使用例と、日本語話
者へのアンケート結果を資料として用いた。活字資料においては「んじゃん」の使用例が
少数得られたにすぎなかったが、出身地、年齢層別に集計したアンケート結果においては、
首都圏の若年層話者を中心に「んじゃん」の使用が増加し始めている様子が明らかになっ
た。 
 
 
